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概要

●不法行為の時効に関する問題を判例 ･学説を交えて詳しく解説した実務書です｡
●不法行為に基づいて発生する損害賠償請求権又は慰謝料請求権は､ 一定期間を過ぎると時効により消滅するとされています｡
　この消滅時効が争われた判例を訴訟類型別に分類 ･整理し検討しながら､ 実務の指針を示した本格的な実務解説書です｡
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